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豪
雨
に
よ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ
（
呉
市
・
広
島
市
） 

「
こ
の
地
に
災
害
は
無
い
」
と
過
信
！ 

集
し
、
土
石
や
流
木
が
川
を
ふ
さ

ぎ
、
溢
れ
出
た
水
が
激
流
化
し
民

家
を
襲
い
、
避
難
し
な
い
ま
ま
十

二
人
の
死
者
が
出
ま
し
た
。
（
写

真
） 

 

安
浦
町
の
全
域
で
被
害 

町
内
で
見
え
る
山
肌
は
ど
ち
ら

を
見
て
も
土
石
流
に
よ
る
痕
跡
。

海
岸
端
に
位
置
す
る
市
街
地
は
、

川
の
氾
濫
に
よ
り
多
く
の
建
物
は

一
階
ま
で
水
没
。 

四
人
の
死
者
を
出
し
た
こ
の
悲

劇
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
写
真

集
を
作
成
し
全
戸
に
配
布
。 

第２３号 令和２年６月３０日発行  発行／松江市町内会・自治会連合会  

人 口:201,154 人  

自 治 会 数:889 

世 帯 数：90,711 世帯  

加 入 世 帯 数：54,340 世帯  

自治会加入率 :59.9% 

令和 2 年 4 月 30 日現在  

中
国
地
方
は
花
崗
岩
（
真
砂
土
）

で
出
来
て
お
り
崩
れ
や
す
く
、
広

島
県
は
平
地
が
少
な
く
急
傾
斜
の

山
が
多
い
全
国
で
一
番
の
土
砂
災

害
危
険
個
所
が
多
い
県
で
す
。（
島

根
県
は
二
位
） 

 

呉
市
を
訪
問 

今
回
の
災
害
で
二
十
八
人
の
犠

牲
者
が
出
た
呉
市
自
治
会
連
合
会

の
皆
さ
ん
に
面
会
。
呉
市
の
市
街

地
以
外
は
山
間
地
で
、
急
な
山
が

瀬
戸
内
海
ま
で
迫
っ
て
い
る
が
、

住

民

は

「

ま

さ

か

自

分

に

被

害

が
・
・
・
」
と
避
難
を
し
な
か
っ

た
た
め
に
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し

た
そ
う
で
す
。 

 

天
応
地
区
も
避
難
遅
れ 

狭
い
谷
の
下
流
部
に
集
落
が
密

宗 

無数の土石流が発生した山（安浦町）  

特
集 

視
察
研
修
．
１ 

平
成
三
十
年
七
月
に
広
範
囲
で

被
害
を
受
け
た
「
西
日
本
豪
雨
災

害
」
の
呉
市
と
、
二
十
六
年
八
月
線

状
降
水
帯
の
豪
雨
に
よ
る
「
広
島
土

砂
災
害
」
の
広
島
市
を
視
察
。 

回覧  
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阿武山からの多くの細い谷から土石流が民家を襲い、 

手前の JR 可部線や国道 54 号線まで迫った  

                                  

                                  

      

                        

          

                    

広
島
市
安
佐
南
区 

八
木
を
訪
問 

六
十
八
人
を
亡
く
し
た
復
興
の

伝
承
館
「
復
興
交
流
館
モ
ン
（
山
）

ド
ラ
ゴ
ン
（
龍
）
」
を
訪
問
。
土
砂

崩
れ
の
有
っ
た
阿
武
山
は
龍
（
土

石
流．
）
の
よ
う
に
暴
れ
る
山
と
し

て
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
た
あ
だ
名
だ

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
住
民
は
信

じ
て
い
な
く
「
今
回
の
豪
雨
で
も

避
難
し
な
か
っ
た
災
害
だ
」
と
畠

堀
秀
春
館
長
は
語
り
ま
し
た
。
地

名
は
災
害
の
歴
史
を
伝
え
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
信
用
す
べ
き
で
す
。 

原形をとどめない自動車の山（県営住宅裏） 

す
。 東

比
田
地
区
に
は
商
店
・
病
院

が
無
く
、
西
比
田
地
区
に
は
商
店

が
有
る
が
病
院
が
無
い
地
区
で
、

乗
り
継
い
で
安
来
市
内
や
奥
出
雲

町
へ
通
院
や
買
物
が
出
来
、
大
変

便
利
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

交
通
・
買
物
弱
者
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
安
来
市
広
瀬
町
比
田

地
区
の
「
え
ー
ひ
だ
カ
ン
パ
ニ
ー

（
株
）
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

比
田
地
区
は
奥
出
雲
町
に
隣
接

し
た
中
山
間
地
で
、
百
七
十
三
世

帯
、
四
百
七
十
人
が
暮
ら
し
、
高

齢
化
率
五
十
六
％
の
過
疎
地
。
公

共
交
通
機
関
も
無
く
、
人
口
減
少

が
続
き
、
こ
の
ま
ま
で
は
ま
す
ま

す
過
疎
化
が
進
む
集
落
で
す
。 

比
田
を
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め

に
、
地
域
を
活
性
化
し
よ
う
と
住

民
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結

成
し
検
討
。
結
果
、
比
田
地
区
の

活
性
化
に
取
り
組
む
住
民
出
資
の

株
式
会
社
「
え
ー
ひ
だ
カ
ン
パ
ニ

ー
」
を
設
立
。
課
題
と
な
っ
た
一

つ
の
交
通
・
買
物
弱
者
支
援
を
生

活
環
境
部
が
担
当
し
、
軽
車
両
を

安
来
市
か
ら
無
償
貸
与
。
講
習
を

受
け
た
地
元
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
運
転
し
、
予
約
を
受
け
た
住

民
を
自
宅
ま
で
迎
え
、
市
広
域
生

活
バ
ス
の
停
留
所
ま
で
送
迎
し
ま

す
。 

交
通
・
買
物
弱
者
の
支
援 

視
察
研
修
．
２ 

訪
問
し
た
両
市
と
も
「
ま
さ
か
自

分
に
被
害
が
」
と
過
信
。「
空
振
り

の
避
難
を
恐
れ
な
い
」
こ
と
が
大

切
だ
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

松
江
は
最
近
大
災
害
が
無
く
、
安

心
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、

大
地
震
の
可
能
性
が
有
り
ま
す
。

自
主
防
災
隊
の
強
化
や
、
非
常
持

ち
出
し
品
の
常
備
、
市
が
配
布
し

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
日
頃
か
ら
読

ん
で
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

出 典 ： 国土 地 理 院 ウ ェ ブ サ イ ト
（ https://saigai.gsi.go.jp/1/h26_0816ame/hiroshima/naname/qv/5D5A0327.JPG） 
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比田デマンド交通の「えーひだ」号  

 

松
江
市
内
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
が
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
乗
客

が
空
で
走
っ
て
い
る
の
を
見
か
け

ま
す
。
玉
湯
地
区
で
は
、
乗
車
す

る
と
買
物
利
用
ポ
イ
ン
ト
付
与
を

実
施
し
努
力
し
て
い
ま
す
。 

他
の
地
区
で
も
運
行
中
止
に
な

ら
な
い
よ
う
に
多
く
の
人
に
利
用

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。 

広
島
県
は
こ
の
地
区
を
昔
か
ら

注
意
喚
起
し
て
い
ま
し
た
。
平
地

の
少
な
い
広
島
市
は
山
際
ま
で
住

宅
が
密
集
し
、
幾
筋
も
の
細
い
急

な
谷
に
土
石
流
が
発
生
し
住
宅
を

直
撃
し
ま
し
た
。 
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令
和
元
年
度
は
、
多
く
の
地
域

で
課
題
と
し
て
抱
え
て
い
る
「
防

災
」
や
「
交
通
・
買
物
弱
者
の
支

援
」
を
テ
ー
マ
に
視
察
を
行
い
ま

し
た
。 

                      

松
本
光
弘
、
亀
城
幸
平
、 

竹
内
保
雄
、
野
津
厚
、
角
田
一
雄 

町自連ホームページ▶ 

     

  
 

 

                     

 
 

 

「
交
通
の
維
持
・
確
保
に
向
け
て
」 

 

日
の
丸
バ
ス
の
「
米
子
・
松
江
線
」

が
九
月
末
で
廃
止
と
な
る
こ
と
を

受
け
、
町
自
連
で
は
地
区
を
超
え
た

連
絡
会
を
結
成
し
ま
し
た
。 

連
絡
会
で
は
、
交
通
の
維
持
・
確

保
に
向
け
て
竹
矢
地
区
と
東
出
雲

地
区
と
で
話
し
合
い
を
重
ね
て
お

り
、
今
後
、
行
政
と
の
折
衝
や
調
整

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

角
田
一
雄
、
引
野
正
之 

 「
町
自
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」 

 

各
地
区
行
事
な
ど
を
掲
載
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

「
松
江 

町
内
会
」
で
検
索
で
き

ま
す
。 

松
江
市
長
挨
拶 

松 

浦 

正 

敬 

 

町
内
会
・
自
治

会
、
そ
し
て
市
民
の

皆
様
方
に
は
、
日
頃

よ

り

松

江

市

政

に

対

し

ま

し

て

ご

理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

五
月
二
十
五
日
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
」
が
解

除
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
努
力
に

よ
っ
て
今
の
状
況
が
現
れ
て
い
る
こ

と
に
、
関
係
者
の
皆
様
、
市
民
の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
市
で
は
、
本
年
三
月
に
「
第 

ご
あ
い
さ
つ 

 
松
江
市
町
内
会
・
自
治
会
連
合
会 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

勝 

部 

廣 

三 

令

和

元

年

度

に

寺

本

会

長

の

後

任

と
し
て
、
松
江
市
町

内
会
・
自
治
会
連
合

会

会

長

を

引

き

受

け
て
か
ら
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
連
合

会
・
地
域
と
し
て
、
目
的
意
識
を
持
っ

て
、
何
が
必
要
で
、
何
が
出
来
る
の
か
、

各

地

区

の

連

合

会

長

と

地

域

の

安

全
・
防
災
、
組
織
の
活
性
化
（
組
織
加

入
率
の
向
上
な
ど
）
に
つ
い
て
研
修
会 

五
次
松
江
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉

活
動
計
画
」
を
策
定
し
、
地
域
福
祉
の
推

進
に
欠
か
せ
な
い
最
も
重
要
な
視
点
は

「
孤
立
を
防
ぐ
」
こ
と
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
内
会
・
自
治
会
で

は
、
新
聞
の
販
売
所
と
連
携
し
、
配
達
網

を
活
用
し
た
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
活

動
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

町
内
会
・
自
治
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
沿
っ
て
、

活
動
の
見
直
し
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
、
引
き
続
き
皆
様
の
力

で
、
松
江
の
元
気
を
取
り
戻
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
緒
に
な

っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

や
先
進
地
視
察
を
行
い
、
各
地
域
で
活

か
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
と
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
っ
て
、
我
々
が
最
も
強
み
と

し
て
い
る
組
織
力
を
生
か
し
た
活
動
が

出
来
な
く
な
り
、
い
ま
ま
で
の
活
動
を

見
直
し
新
た
な
発
想
に
よ
り
、
行
動
計

画
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
ま
ず
は
感
染
症
の
収
束
に

向
け
て
出
来
る
こ
と
を
優
先
に
取
り
組

み
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
連
合
会
活
動

へ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

町
自
連
の
取
り
組
み 

えーひだカンパニーの視察  

3 

八木の災害現場で説明を聞く  

視
察
研
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 
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松
江
市
町
内
会
・
自
治
会
連
合
会
は
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
課
題
に 

取
り
組
み
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
令
和
二
年
度
役
員
一
同
） 

常
任
理
事 

折
田 

昌
弘 

（
城
西
地
区
） 

常
任
理
事 

森 
 

正
剛 

（
津
田
地
区
） 

副
会
長 

竹
内 

保
雄 

（
雑
賀
地
区
） 

副
会
長 

松
本 

光
弘 

（
朝
日
地
区
） 

副
会
長 

亀
城 

幸
平 

（
鹿
島
地
区
） 

副
会
長 

小
数
賀
安
富 

（
法
吉
地
区
） 

会
長 

勝
部 

廣
三 

（
玉
湯
地
区
） 

    

   

理
事 

山
本 

茂
樹 

（
古
志
原
地
区
） 

理
事 

林 
 

繁
幸 

（
八
雲
地
区
） 

監
事 

角
田 

一
雄 

（
竹
矢
地
区
） 

監
事 

安
部 
吉
輝 

（
八
束
地
区
） 

常
任
理
事 

福
間 

弘
倫 

（
忌
部
地
区
） 

常
任
理
事 

川
谷 

一
寛 

（
古
江
地
区
） 

常
任
理
事 

中
島 

秀
夫 

（
川
津
地
区
） 

       

理
事 

玉
木 

克
廣 

（
大
野
地
区
） 

理
事 

大
西 
高
志 

（
美
保
関
地
区
） 

理
事 

川
岡 

秀
雄 

（
島
根
地
区
） 

理
事 

熱
田 

幹
裕 

（
大
庭
地
区
） 

理
事 

門
脇 

 

勉 

（
本
庄
地
区
） 

理
事 

安
田 

 

勉 

（
白
潟
地
区
） 

理
事 

白
石 

照
雄 

（
城
北
地
区
） 

 

       

理
事 

引
野 

正
之 

（
東
出
雲
地
区
） 

理
事 

古
藤 

弘
巳 

（
朝
酌
地
区
） 

理
事 

矢
田 

幸
治 

（
持
田
地
区
） 

理
事 

福
田 

信
夫 

（
生
馬
地
区
） 

理
事 

山
本 

啓
行 

（
乃
木
地
区
） 

理
事 

石
富 

 

修 

（
宍
道
地
区
） 

理
事 

松
崎 

 

均 

（
秋
鹿
地
区
） 

理
事 

田
中 

重
隆 

（
城
東
地
区
）     

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
災
害

は
私
た
ち
の
人
生
で
戦
後
最
大
の
災
難

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
戦
争
を
機
に
日

本
は
大
変
身
し
ま
し
た
。
同
様
に
日
本
を

考
え
直
す
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
東
京
一

極
集
中
の
見
直
し
、
家
庭
で
の
過
ご
し

方
、
地
域
で
の
助
け
合
い
な
ど
多
く
有
り

ま
す
。 

 

今
回
の
視
察
研
修
で
も
、
他
人
事
で
は

な
い
、
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
痛
感
し
ま
し
た
。
今
、
災
害
が
発
生
し

た
ら
避
難
所
で
の
受
け
入
れ
態
勢
、
非
常

持
ち
出
し
品
の
準
備
な
ど
地
区
と
し
て

も
、
家
庭
と
し
て
も
考
え
ま
し
ょ
う
。 

 

「
町
自
連
ま
つ
え
」
も
多
く
の
皆
さ
ん

に
読
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
に
紙
面
を
大

幅
に
変
更
し
、
発
行
月
も
新
メ
ン
バ
ー
が

出
そ
ろ
う
六
月
に
し
ま
し
た
。
今
後
と
も

ご
愛
読
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

（
編
集
）「
町
自
連
ま
つ
え
」
広
報
担
当 

 
 

（
松
浦
正
明
・
野
津
厚
・
折
田
昌
弘
） 

町
自
連
事
務
局 

℡
五
五
―
五
一
六
九 

 
 
 

（
松
江
市
市
民
生
活
相
談
課
内
） 

 

編
集
後
記 


